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㛗ᣵᣜ 
 

 
 
 
 
 

大会長 池田隆志       

 
（中国・四国支部，池田歯科クリニック）     

 
 
 

令和 5 年度（公社）日本補綴歯科学会中国・四国支部（佐々木正和 支部長）学術

大会を，9 月 2 日（土），3 日（日）の両日に高知市の総合あんしんセンター内の，

高知県歯科医師会館及び同センター3F 大中会議室において開催いたします．当初，

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症感染拡大予防の観点から昨年同様，現地で

の規模を縮小した会場開催と WEB 配信を合わせたハイブリッド開催を予定していた

ため，１日目の会場は高知県歯科医師会館のみに限定され，皆様にご迷惑をおかけす

ることをお詫び申し上げます．また，感染症第 9 波の動向が不明なため意見交換会は

見送らせていただきました． 
本学会支部学術大会は開催地区の歯科医師会と連携し，地域と密着した学会活動を

目指してきた経緯があり，地域への貢献を重要視して開催してきました．今回の学術

大会では「歯科の未来」をメインテーマにデジタル化と超高齢化社会への対応につい

て講演を企画いたしました．シンポジウムでは歯科のデジタル化についてすでに実用

化が始まっているデジタルデンチャーシステムおよび機能的な咬合面形態を付与し

た CAD/CAM クラウンについて，また高齢化に対応した補綴歯科の方策について講演

を行います． 
超高齢化社会への対応としましては，一般市民向けの公開講座ではオーラルフレイ

ルや認知症を予防し健康長寿を達成するために，よく噛めうまく飲み込むことの重要

性についての講演を，また，生涯学習公開セミナーはライフステージを考慮した補綴

歯科治療や口腔機能維持への対応，病診連携や周術期管理から見た補綴歯科について

講演を行います．また，ようやく承認された補綴歯科専門医制度についても報告させ

ていただきます． 
今回の学術大会は，3 年ぶりの対面式の開催ですので，久しぶりに直接顔を合わせ

てディスカッションできる機会になると思います．そのため，より多くの補綴学会員

の方々のご参加をお願いいたします． 
最後に，今回高知での学術大会開催の機会を与えてくださいました中国・四国支部

長 佐々木正和支部長，ならびに当番校として実行委員長を務めていただいた岡山大

学学術研究院医歯薬学域インプラント再生補綴学分野 窪木拓男先生，ならびに準備

委員長の水口 一先生をはじめ教室員各位，高知県内での準備委員長を務めていただ

いた織田展輔先生をはじめご協力いただいた先生方各位に心より厚く御礼を申し上

げます． 
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ሙᅗ 
 

 
会場 㸸総合あんしんセンター（2F 高知県歯科医師会館，3F 大㺃中会議室） 
ఫᡤ 㸸ࠛ780-0850 高知市ࣀ内一目 7 番 45 ྕ 
TEL 㸸088-824-3400 
 
 

 

 総合あんしんセンターまでのご内ە
 
・高知㱟㤿✵ から✵ 連⤡ࣂスではりまやᶫまで 25 分 
㊰面㟁㌴はりまやᶫ㌴ ࢢランド㏻りୗ㌴ ᚐṌ 5 分 
または はりまやᶫからタクシー5 分 

・JR 高知㥐から㌴で 10 分 
・高知⮬動㌴㐨高知 IC から㌴で 17 分 
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２２階階  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３階階  
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 ෆࡈ
 

 

Ⅰ ．．学学術術大大会会にに参参加加さされれるる皆皆様様へへ 

 
1. 当日参加⪅はཷ付にて当日会㈝ 2,000 をお支ᡶいのうえ，学術大会参加❶を

おཷけྲྀりください．学術大会参加❶はẶྡをごグධのうえ，着用してごධ場

ください．参加❶のୗ部は㡿᭩になっています． 
ͤⓏ㘓歯科ᢏᕤኈは，日本補綴歯科学会へⓏ㘓ᩱ 2,000 （1 年㛫᭷ຠ・4 月か

ら⩣年 3 月まで）を支ᡶうことで，本会学術大会に↓ᩱで参加できます．ヲ

⣽は学会࣍ーム࣌ージをご☜認ください． 
2. 本学会専門医の申ㄳあるいは᭦新をᕼᮃする場合は，ཷ付にて会員ドをࣂーコ

ードリーࢲーに㏻してください．会員ドのない方は専門医研ಟカードを用意し

ておりますのでごグධのうえ，ごᥦฟください． 
3. 生涯学習公開セミナー（専門医研ಟ༢位認定セミナー）の参加༢位Ⓩ㘓は，会

場ฟ口にて会員ドをࣂーコードリーࢲーに㏻してください． 
 

㹼㹼日日歯歯生生涯涯研研ಟಟににつついいてて㹼㹼 
（公社）日本補綴歯科学会支部学術大会に会場にて参加（ฟᖍ）した場合には，

≉ู研ಟとして 10 ༢位がྲྀᚓできます．なお，≉ู研ಟの༢位Ⓩ㘓には，ཷ

講研ಟⓏ㘓用 IC カードがᚲ要ですので，ご⮬㌟の日歯 IC カードをᚲࡎお持ࡕ

ください．そのの各プロࢢラムの༢位Ⓩ㘓は▷縮コードをご用のうえ，ご

⮬㌟でごⓏ㘓ください．ヲ⣽は日本歯科医師会におၥい合わせください． 
日歯生涯研ಟコード㹙≉ู研ಟ㹛9403 

 
4. ᭹について㸸当日はクールࢬࣅでお㉺しください． 
5. クロークはୗグの㏻り開タいたします． 

9 月 2 日(土) 場ᡤ㸸2 㝵 会議室 
 㛫㸸12  30 分㹼15  15 分 
9 月 3 日(日) 場ᡤ㸸3 㝵 総合ཷ付 
 㛫㸸8  30 分㹼15  15 分 

6. ランチョンセミナーのᩚ理ๆはୗグの㏻り配ᕸいたします． 
場ᡤ㸸3 㝵 総合ཷ付 
㛫㸸9 月 3 日(日) 8  30 分㹼 
ͤᩚ理ๆがなくなりḟ第配ᕸ⤊とさせていただきます． 
ͤセミナー会場では，ᩚ理ๆをお持ࡕの方からඃ先的にごධ場いただけます． 
ただし，ᩚ理ๆはランチョンセミナー開始 5 分後に↓ຠとなりますので予め 
ご承ください． 

7. 会場 3 㝵は，飲㣗⚗Ṇです．㑂Ᏺをお願いいたします． 
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ჟ．．一一般般口口演演ⓎⓎ⾲⾲⪅⪅のの皆皆様様へへ 

 

1. ⓎⓎ⾲⾲方方ἲἲににつついいてて 
1) 会場ならびに日㸸第 1 会場，9 月 2 日(土) 13  20 分㹼14  50 分 
2) PC ཷ付㸸2 㝵 会長応接室，9 月 2 日(土) 12  30 分㹼 

 ͤⓎ⾲㛫の 30 分๓までにお㉺しください． 
3) 口演Ⓨ⾲は，Ⓨ⾲ 7 分，㉁応⟅ 2 分です．㉁に㛵しては座長の指♧にᚑっ

てください． 
4) ḟ演⪅は，ᡤ定のḟ演⪅ᖍでおᚅࡕください． 
5) て༢です． 
6) 演ྎにレーࢨーポインターをご用意しますので，ご⮬㌟で᧯సしてください． 
7) Ⓨ⾲⪅ࢶールは用できませんのでごὀ意ください． 
 

2. ⓎⓎ⾲⾲ににつついいてて 
1) ご⮬㌟のࢯࣃコンをご用ください． 
2) Windows，Mac のࡕらも用ྍ能です．ᫎീ➃Ꮚは，HDMI もしくは D-sub 

15pin です．画面ฟ力にኚ換ࢲプターがᚲ要な方は，ᚲࡎご⮬㌟でኚ換ࢲ

プターをご用意ください． 
 ．プターをご持参くださいࢲ※コンの㟁ࢯࣃ (3
 ．ップのデータもご持参くださいックࣂ (4
5) Ⓨ⾲中，ࢯࣃコンは演ྎにタ⨨します．スクリーンセーࣂー➼のタ定をゎ㝖し

てください． 
 

3. ┈┈┦┦ににつついいてて 
┈┦に㛵する㡯（᭷↓や内ᐜ）についてⓎ⾲スライドにグ㍕してください. 
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 㸦1日┠㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ
 

10㸸㸸30㸫㸫11㸸㸸30    中中国国・・四四国国支支部部理理会会 2 㝵㝵  会会議議室室 

11㸸㸸30㸫㸫12㸸㸸30    中中国国・・四四国国支支部部௦௦議議員員会会 第第１１会会場場 

13㸸㸸00㸫㸫13㸸㸸10    開開会会式式 第第１１会会場場 
開会の㎡㸸池田隆志（中国・四国支部学術大会 大会長） 

13㸸㸸20㸫㸫13㸸㸸50    一一般般口口演演ⓎⓎ⾲⾲  １１ 第第１１会会場場 
座長㸸ཎ ဴஓ（岡山大学） 

O㸫1 P. gingivalis ่⃭による歯⫗⣽⬊の㑇ఏᏊⓎ現とங㓟⳦ SD ᮎのຠᯝ 
ᓮ⣪来々1)，⸨௦ ு⚄ۑ 1)，⚄ᾆ維྿ 1)，田中そら 1)，ᓟ ⿱一 2)，➲ཎድ佐Ꮚ 1)， 
Ἑཎ和Ꮚ 1)，⇃㇂ ᏹ 3)，佐々木正和 3)，田地  1)，ᕝᾈᶞ 1) 
1) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科口腔生≀ᕤ学，2) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科

医療システムᕤ学，3)中国・四国支部 

O㸫2 口腔⣽⳦᳨ฟ⨨ orcoa を用いた歯周病スクリーニンࢢホ౯の᭷ຠ性 
田中そらۑ 1)，佐々木ៅஓ 2)，┦見礼Ꮚ 3)，⚄ᓮ⣪来々1)，⇃㇂ ᏹ 4)，佐々木正和 4)，

水野ᬛோ 2)，田地  1)，ᕝᾈᶞ 1) 
1) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科口腔生≀ᕤ学，2) ᗈᓥ大学医⣔科学研究科歯周病

態学，3) ᗈᓥ大学歯学部歯科⾨生ኈ教⫱研ಟセンター，4)中国・四国支部 

O㸫3 」合⤌織の❧యᵓ⠏による歯の⤌織再生ᢏ術の開Ⓨ 
 大ᓥ正，上⨾✑，ᐑᇛ㯞，ᯇ㤶ⰾ୕ࠐ
ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部㢡機能咬合再ᘓ学分野 

13㸸㸸50㸫㸫14㸸㸸10    一一般般口口演演ⓎⓎ⾲⾲  㸰㸰 第第１１会会場場 
座長㸸田地 （ᗈᓥ大学） 

O㸫4 ╧╀య位療ἲによる╧╀ブラ࢟シࢬムへのຠᯝの᳨ウ 
㟷木ᫎ⍵ۑ 1)，㕥木ၿ㈗ 1)，新開⍞ᕼ 1)，小⃝ ᙬ 1)，ᰘᇉあかり 1)，㇂⬥❳ᘺ 1)， 
ྜྷཎ㟹ᬛ 1)，大一ኵ 1)，上⨾✑ 1)，池田隆志 2)，大ᓥ正 1)，ᯇ㤶ⰾ୕ 1) 
1) ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部㢡機能咬合再ᘓ学分野，2) 中国・四国支部 

O㸫5 口腔周ᅖへの感ぬ่⃭が⬻⾑ὶ㔞に及ࡰすᙳ㡪 
ᓊ本༟大ۑ 1)，後⸨ᓫᬕ 2)，ᇼ内ᨻ信 3)，▮一ᬛ 3)，市ᕝဴ㞝 2) 

1) ᚨᓥ大学病院総合診療歯科学分野，2) ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部口腔㢡顔面

補綴学分野，3)中国四国支部 

14㸸㸸20㸫㸫14㸸㸸50    一一般般口口演演ⓎⓎ⾲⾲  㸱㸱 第第１１会会場場 
座長㸸Ọᑿ ᐶ（ᚨᓥ大学） 

O㸫6 高齢メインテナンスᝈ⪅におけるḞᦆ補綴治療ἲと㣗ရᦤྲྀ≧ἣとの㛵連 
ᆏ本和ᇶۑ 1)，大野 ᙬ 2), 3)，୕野༟ဢ 1), 4)，㯮㷂㝧Ꮚ 2), 3)，中ᕝ輔 3)，ୗᮧౡྖ 1)，

大᳃ Ụ 3)，ᵽ口隆ᬕ 3)，小山⤮理 3)，ᚨ本ెዉ 1), 5)，⦖⛶久⨾Ꮚ 3)，窪木拓男 1), 3) 
1) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科インプラント再生補綴学分野，2) 岡山大学病
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 㸦2日┠㸧࣒ࣛࢢࣟࣉ

院新医療研究開Ⓨセンター，3) 岡山大学病院歯科・口腔インプラント科部門，4) 大
㜰歯科大学歯学部Ḟᦆ歯ิ補綴咬合学講座，5) රᗜ医科大学医学部歯科口腔እ科学

講座 

O㸫7 ๓歯用 CAD/CAM レジンブロックに対するレジンセメントの接着ᙉさ 
⯙ ᐿྜྷۑ 1)，ᑿᖾ᠇ 2)，すᕝᝅ㑻 1)，ධỤ正㑻 3)，ᯇ本༟ஓ 3) 

1) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科咬合・᭷ᗋ⩏歯補綴学分野，2) 岡山大学病院

歯科補綴歯科部門，3) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科生యᮦᩱ学分野 

O㸫8 大⮻歯に PEEK ෙを着後 2 年経㐣したᝈ⪅の⮫ᗋ報告 
ᶓ⨾᭷ᕼۑ 1)，Ᏻ部 ோ 1)，㤶ᕝ和Ꮚ 1)，すᑿᩥᏊ 2)，ᱵཎ⳹Ꮚ 1)，加⸨┿康 1)，

Ἀ ెྐ 1)，土一▮ 1)，᳃田ྖ 1)，ὠ㈡一ᘯ 1) 
1) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科先➃歯科補綴学，2) 㮵ඣᓥ大学大学院医歯学総合

研究科㢡顔面機能再ᘓ学講座咬合機能補綴学分野 
 

 

9㸸㸸00㸫㸫 9㸸㸸40    中中国国・・四四国国支支部部総総会会 第第㸰㸰会会場場 

9㸸㸸50㸫㸫11㸸㸸50    シシンンポポジジウウムム 第第㸰㸰会会場場 
ࠗ今後の補綴歯科を考える࠘ 
座長㸸池田隆志（中国・四国支部），窪木拓男（岡山大学） 
講師㸸市ᕝဴ㞝（ᚨᓥ大学） 

「DX ᥎㐍への対応㸸デジタルデンチャーシステムの現≧と今後について」 
   重本ಟఛ（㭯見大学） 

「DX ᥎㐍への対応㸸歯科デジタルࢶインの活用」 
   ๓ᕝ㈼治（大㜰歯科大学） 

「生予後，健康寿ᘏఙに対する補綴歯科のྍ能性」 
日歯生涯研ಟᴗ用研ಟコード 2699 

12㸸㸸00㸫㸫12㸸㸸50    ラランンチチョョンンセセミミナナーー 第第１１会会場場 
座長㸸山ῧ正⛱（YAMAKIN ᰴ式会社） 
講師㸸ᒾ本Ꮥᶞ（YAMAKIN ᰴ式会社） 

「新開Ⓨの CAD/CAM 用ᮦᩱࠗKZR-CAD フイࣂーブロックフレーム࠘ 
  について」 

日歯生涯研ಟᴗ用研ಟコード 3102 

13㸸㸸00㸫㸫13㸸㸸30    補補綴綴歯歯科科専専門門医医制制度度報報告告講講演演 第第㸰㸰会会場場 
ࠗ「補綴歯科専門医制度」について࠘ 
座長㸸池田隆志（中国・四国支部），窪木拓男（岡山大学） 
講師㸸㩗ᕝಖ๎（ᕞ大学） 

「日本歯科専門医機ᵓによって認ドされた補綴歯科専門医制度について」 
日歯生涯研ಟᴗ用研ಟコード 2111 
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13㸸㸸30㸫㸫13㸸㸸40    㛢㛢会会式式 第第㸰㸰会会場場 
㛢会の㎡㸸佐々木正和（中国・四国支部 支部長） 

13㸸㸸40㸫㸫15㸸㸸00    生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー 第第㸰㸰会会場場 
ࠗ᭷病⪅・高齢⪅と補綴歯科について࠘ 
座長㸸織田展輔（中国・四国支部） 
講師㸸᭮ᡃ㈼ᙪ（岡山大学） 

「がん口腔支持療ἲにおける補綴歯科の重要性」 
   ྜྷ田ග⏤（⸨田医科大学） 

「ライフステージを考慮した補綴歯科治療，口腔機能維持への対応」 
日歯生涯研ಟᴗ用研ಟコード 3402 

 
 
市市民民フフ࢛࢛ーーララムム オオンンデデママンンドド配配信信 

「健康長寿は口の健康から 㸫あなたのᄮ，ᄟୗは大ኵ㸽㸫」 
講師㸸中野㞞ᚨ（ᚨᓥ大学ྡ教ᤵ，ᚨᓥᩥ理大学ᐈ員教ᤵ） 

日歯生涯研ಟᴗ用研ಟコード 3499 
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 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
 

 

DX ᥎㐍ࡢᑐᛂ㸸ࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣮ࣕࢳࣥࢹࣝࢱࢪࢹ
 ࡚࠸ࡘᚋ≦⌧

 
講講師師 ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部 

口腔㢡顔面補綴学分野 教ᤵ 

市ᕝ ဴ㞝 

 

␎␎ṔṔ  
1983 年 ᚨᓥ大学歯学部༞ᴗ 
1987 年 ᚨᓥ大学大学院歯学研究科ಟ 
1987 年 ᚨᓥ大学歯学部 ຓᡭ(歯科補綴学第一講座) 
1990 年 ᚨᓥ大学歯学部㝃ᒓ病院 講師(第一補綴科) 

マࢧチࣗーセッࢶᕤ科大学␃学 
1997 年 ᚨᓥ大学歯学部 教ᤵ 
2011 年 ᚨᓥ大学歯学部長 
2015 年 ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部 教ᤵ(現ᅾに⮳る) 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
㏆年のセンࢧーᢏ術，報㏻信ᢏ術なの加㏿度的な㐍Ṍによって，Industry IV，

Society 5.0 といわれるデジタル社会が฿来している．補綴歯科治療の㡿域においても，

長年行われてきたロスト࣡ックスἲによる歯科ᢏᕤから，CAD/CAM を用いた歯科ᢏ

ᕤ，補綴⨨〇సに⛣行しつつある．とくに歯ෙ補綴については，ᑂ⨾性㏣ồ，㈗㔠

ᒓの高㦐，カー࣎ーンニࣗートラルの面からも㏣い㢼となり，診療యがග学༳㇟を

ྵめたフルデジタル࣡ークフローがྍ能になっている． 
一方，⩏歯治療については，歯ෙ補綴とẚ㍑し，デジタル化の㐍展は㐜い．これは

歯ෙ補綴におけるチࢧ࢙イドにおけるග学༳㇟に┦当する部分のプロセスのデジ

タル化が㐜れていること，⩏歯形≧がクラウンにẚて」㞧であること，」ᩘのᮦᩱ

から成り❧っていることなのၥ㢟が考えられる． 
本講演では⩏歯治療におけるデジタル化についての現≧とၥ㢟点を，ᡃ 々が行って

きた研究やヨみをり㏉りながらᩚ理するとともに，今後のデジタルデンチャーシス

テムについて考ᐹする．あわせて，⩏歯治療のデジタル化はあくまで Digitalization で

あり，補綴歯科㡿域における DX (Digital transformation) とはఱかについてもゝ及した

い．
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 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
  

 

DX ᥎㐍ࡢᑐᛂ㸸ṑ⛉ࡢࣥࢶࣝࢱࢪࢹά⏝ 

 
 

講講師師 㭯見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座 講師 

重本 ಟఛ 

 

␎␎ṔṔ 
ᖹ成 4 年 3 月 ᚨᓥ大学歯学部༞ᴗ 
ᖹ成 8 年 3 月 ᚨᓥ大学大学院歯学研究科༤ኈㄢ⛬ಟ 
ᖹ成 8 年 4 月 ᚨᓥ大学歯学部㝃ᒓ病院 医員 
ᖹ成 9 年 7 月 ᚨᓥ大学 ຓᡭ(第 2 補綴学講座) 
ᖹ成 12 年 4 月 Zurich 大学 㢡機能㞀ᐖ講座 
ᖹ成 14 年 4 月 ᚨᓥ大学 ຓ教(㢡機能咬合再ᘓ学) 
ᖹ成 28 年 4 月 㭯見大学歯学部 講師(クラウンブリッジ) 
 

ᢒᢒ㘓㘓 
歯科医療の「デジタル化」にకい，これまでとはまったくḟඖの␗なる㉁・㔞のᝈ

⪅報がẚ㍑的⡆༢にᚓられるため，今後その活用ἲがㄢ㢟となるは明ⓑである．

このㄢ㢟をゎỴするᢏ術に「デジタルࢶイン」がある．医療分野における「デジタル

イン」とは「デジタル化」をさらにⓎ展させたᢏ術で，ᝈ⪅さん一ே一ேに対するࢶ

ࣔデルをࢧイࣂー✵㛫にస成し，生య報を✚し，そこにᝈ・㞀ᐖや現症を再現，

AI ᢏ術➼で分ᯒすることでࣅックデータをຠᯝ的に活用し，一ே一ேのᝈ⪅さん

に最㐺な治療ἲのỴ定や予後予 をྍ能にする．すなわࡕ⢭密歯科医療（ಶู化歯科

医療）の実現につながるᢏ術である． 
一方，歯科における DX の᥎㐍とは，ᴗ務のデジタル化を行うだけでなく，それに

よって✚したデータをຠᯝ的に活用し，新しい౯್を歯科医療に付加することで

ある．つまり「歯科デジタルࢶイン」の活用はそのまま歯科における DX の᥎㐍を実

現することになる． 
ᡃ々は，㢡㐠動報を活用した㢡機能の᳨ᰝ・診᩿および補綴⨨のタィ・〇సを

ྍ能とする「ḟୡ௦歯科用 CAD/CAM システム」の開Ⓨを行っている．この成ᯝをⓎ

展的に⥅⥆し，ᚑ来の CAD/CAM システムによる補綴⨨の〇సだけではなく，᳨ ᰝ

に始まり診᩿，治療，ホ౯に⮳る治療ࢧイクルの多くをデジタル化し，ࣅッࢢデータ

として活用するプラットフ࢛ームをᵓ⠏することで，「歯科デジタルࢶイン」のᵓ⠏

を目指している． 
本講演では，歯科における「デジタルࢶイン」の活用に向けたᡃ々のྲྀり⤌みにつ

いて⤂する． 
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 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
 

 

⏕ணᚋ㸪ᗣᑑᘏఙᑐࡿࡍ⿵⥛ṑ⛉ྍࡢ⬟ᛶ 

 
 

講講師師 大㜰歯科大学Ḟᦆ歯ิ補綴咬合学講座 ௵教ᤵ 

๓ᕝ ㈼治 

 

␎␎ṔṔ 
1994 年 岡山大学歯学部༞ᴗ 
1998 年 岡山大学大学院歯学研究科ಟ 
1998 年 岡山大学歯学部 ຓᡭ 
1999 年 ᩥ部┬ᅾእ研究員(UCLA School of Dentistry) 
2001 年 岡山大学歯学部㝃ᒓ病院 講師 
2012 年 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教ᤵ 
2022 年 大㜰歯科大学歯学部 ௵教ᤵ 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
歯科治療の目的が༢なる㝖③や機能回から，口腔の健康を㏻した㌟健康の維持，

ቑ㐍へとシフトして久しい．その⫼ᬒには，歯周病を中心とした口腔内ᒁᡤの៏性⅖

症が，心⾑管⣔ᝈや௦ㅰ㞀ᐖなの㌟ᝈのច㉳，ቑᝏに㛵与するというࣅ࢚デ

ンスの✚へὀ目が先行してきた．その一方で，ṧᏑ歯のῶᑡによるჾ㉁的なᄮ㞀

ᐖにより㣗Ⴔዲやᄮྍ能㣗ရがኚ化することで，పᰤ㣴，㐣ᰤ㣴な≧ἣが生みฟさ

れて健康≧態が㜼ᐖされるྍ能性についても，ᗄ多の観ᐹ研究による知見が支持して

きた．この 2 つのうࡕ，後⪅については補綴治療によりḞᦆ歯ิを回し，ᄮ機能

のᨵၿをᅗることでそのࣃスウ࢙イを㐽᩿できるྍ能性があるものの，最㏆まで༑分

な᳨ウはなされていなかった．本講演では，まࡎ 2016㹼2019 年の期㛫に⚾が㛵わっ

てきた，日本補綴歯科学会とᮾி㒔健康長寿医療センターのඹ同研究である「ⲡὠ研

究」から，地域ᅾఫ高齢⪅の口腔内の≧ἣと生予後，健康寿との㛵ಀをり㏉る．

さらに，健康長寿を㜼ᐖするさまࡊまなᝈᅉᏊとᄮ機能，補綴治療との㛵ಀを᳨

ウした直㏆の研究報告をレࣗࣅーし，健康寿ᘏఙに対する補綴治療のྍ能性を考え

てみたい．
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⿵⥛ṑ⛉ᑓ㛛་ไᗘሗ࿌ㅮ₇ 
 
 
 
 

日ᮏṑ⛉ᑓ㛛་ᶵᵓ࡚ࡗࡼㄆドࡓࢀࡉ 

⿵⥛ṑ⛉ᑓ㛛་ไᗘ࡚࠸ࡘ 

 
講講師師 ᕞ大学大学院歯学研究院口腔機能ಟ学講座 

インプラント・⩏歯補綴学分野 教ᤵ 

㩗ᕝ ಖ๎ 

 

␎␎ṔṔ 
1993 年 ᕞ大学歯学部༞ᴗ 
1997 年 ᕞ大学大学院歯学研究科歯学⮫ᗋ⣔専ᨷಟ 
1998 年 ᕞ大学歯学部歯科補綴学第講座 ຓᡭ 
2004 年 ᕞ大学病院⩏歯補綴科 講師 
2017 年 ᕞ大学大学院歯学研究院口腔機能ಟ学講座 

インプラント・⩏歯補綴学分野 教ᤵ 
2021 年 同分野 教ᤵ 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
今般（一社）日本歯科専門医機ᵓ（௨ୗ，機ᵓ）によって補綴歯科専門医制度が認

ドされた．機ᵓによると，専門医は「それࡒれの専門㡿域において㐺ษな研ಟ教⫱を

ཷけ，༑分な知㆑と経㦂を備え，ᝈ⪅から信㢗される専門医療をᥦ౪できる歯科医師」

であり，専門医制度は「歯科専門医の㉁をಖド・維持できる制度であること」，また

「国民に信㢗され，ཷ診先の㑅ᢥに㝿しⰋい指ᶆとなる制度であること」がồめられ

ている．つまり，補綴歯科専門医は補綴歯科に㛵する༑分な知㆑と経㦂を備えている

ため，補綴歯科治療のཷ診先として㑅ᢥされる対㇟となる．（公社）日本補綴歯科学

会と（≉㠀）日本㢡咬合学会は協同してこの理ᛕにἢった補綴歯科専門医の⫱成と生

涯研ಟの制度をᵓ⠏した．しかしこの制度は現ᅾのとこࢁ㠀ᖖに」㞧であり，補綴歯

科専門医を目指す歯科医師がఱをうすれࡤよいのか未だわかりにくい．学会ᇳ行部

の㈐௵として，制度をわかりやすくシンプルにᨵၿしていくことはもࢁࡕんであるが，

ᇳ行部⮬㌟にもᡭ᥈りな点が多く，実㝿に㐠Ⴀしながらၥ㢟点をᣲげ，ᨵၿしていく

ことをおチしいただきたい． 
本講演では，制度の成り❧ࡕや⤌み，補綴歯科専門医を目指すためのὶれ，ᚲ要

な研ಟ内ᐜ➼についてᴫㄝする． 
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⏕ᾭᏛ⩦බ㛤࣮ࢼ࣑ࢭ 
 
 

 㔜せᛶࡢ⛉ṑ⥛⿵ࡿࡅ࠾ᨭᣢ⒪ἲ⭍ཱྀࢇࡀ

 
 

講講師師 岡山大学病院医療支歯科治療部 部長・教ᤵ 

᭮ᡃ ㈼ᙪ 

 

␎␎ṔṔ 
1998 年 岡山大学歯学部༞ᴗ 
2002 年 岡山大学大学院歯学研究科ಟ ༤ኈ(歯学) 
2003 年 国❧療㣴ᡤ㑚久ග明ᅬ 厚生ປാᢏᐁ 歯科医師 
2007 年 同上 歯科医長 
2008 年 岡山大学医学部・歯学部㝃ᒓ病院(現 岡山大学病院)歯周科 ຓ教 
2010 年 日本学術⯆会≉定国ὴ㐵研究⪅(オランࢲ) 

(ライデン大学メディカルセンター，Academic Centre for Dentistry 
in Amsterdam) 

2011 年 岡山大学病院中ኸ診療タ医療支歯科治療部 部長・ຓ教 
2013 年 同上 部長・教ᤵ 
2017 年 同上 部長・教ᤵ 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
⚾は，⦕があり，がんそのものにకう症≧や，治療によるస用・合ే症・後㑇症

による症≧を㍍くするための口腔管理（口腔支持療ἲ）に㛵わってきました． 
当初⚾は，ඖ々の専門性から，歯周病➼の感染管理に重きを⨨きがࡕでした．一方

で，とりわけᡭ術療ἲをཷけるᝈ⪅では，ᰤ㣴管理の視点が不ྍḞです．経口ᦤྲྀに

ᚲ要な口腔機能をᩚえ維持する補綴歯科の専門性がᴟめて重要なことをྰが応でも

経㦂することとなりました．Ḣᕞ㟼⬦経⭠ᰤ㣴学会が enhanced recovery after surgery 
(ERAS)（術後回にᙺ❧つ管理のうࣅ࢚，ࡕデンスがあるものを⤌み合わせ，さらに

㎿㏿な回を目指したプロトコル）をᥦၐしています．この中で経口ᰤ㣴ᦤྲྀはᴟめ

て重要な要⣲になっています．補綴歯科の専門性でがん専門病院の口腔支持療ἲに㛵

わっている先生もおられます． 
超高齢社会である日本において，Ṛᅉ㡰位の第 1 位はᝏ性新生≀であり，2021 年の

Ṛஸ⪅に༨める合は 26.5%になっています．また，生涯で 2 ேに 1 ேががんを経

㦂しています（2019 年のデータにᇶ࡙く)．ே生の実にᐤ与するため，がんᝈ⪅へ

の対応は不ྍ㑊であり，そして補綴歯科の専門性はᴟめて重要です． 
本講演では，がん口腔支持療ἲにおける補綴歯科の重要性について㏙させていた

だこうと思います． 
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⏕ᾭᏛ⩦බ㛤࣮ࢼ࣑ࢭ 
 
 
 
 

 

 ṑ⛉⒪㸪⥛⿵ࡓࡋ៖⪄ࢆࢪ࣮ࢸࢫࣇࣛ

ཱྀ⭍ᶵ⬟⥔ᣢࡢᑐᛂ 

 
講講師師 ⸨田医科大学医学部歯科口腔እ科学講座 教ᤵ 

ྜྷ田 ග⏤ 

 

␎␎ṔṔ 
1991 年 ᗈᓥ大学歯学部༞ᴗ 
1996 年 ᗈᓥ大学歯学部歯科補綴学第一講座 ຓᡭ 
1998 年 ༤ኈ(歯学)ྲྀᚓ 
2004 年 ᗈᓥ大学大学院医歯薬学総合研究科 講師(学内) 
2008 年 ᗈᓥ市総合リハࣅリテーションセンター 医療科部長 
2016 年 ᗈᓥ大学大学院医歯薬ಖ健学研究科 教ᤵ 
2021 年 ⸨田医科大学医学部歯科口腔እ科学講座 教ᤵ 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
歯科医療はこれまでẚ㍑的健康なே，日ᖖ生活が⮬❧していたேを対㇟に健康ቑ㐍

を目ᶆとして行われてきており，8020 㐠動や現ᅾ展開されているオーラルフレイルや

口腔機能పୗ症も健康目ᶆとして大きなᙺをᯝたしている．一方で，超高齢社会を

㏄える中，㌟ᝈを᭷するᝈ⪅を診る機会がቑえ，歯科ゼၥ診療にも対応しなけれ

健康ቑ㐍ではなく健康回や健康維持を目的とする歯科医療へのኚ，ならないなࡤ

ᐜも期ᚅされており，ここではすでに 8020 はなく，口腔機能ࡦいてはᦤ㣗ᄟୗ機能

にまで㞀ᐖを᭷しているな，まさにリハࣅリテーションとしての歯科医療がồめら

れている．歯科補綴学は，そもそもがリハࣅリテーションであり，口腔機能の㞀ᐖに

対してその機能回を目指す学ၥ，医療である．これまでは口腔機能のみに㞀ᐖを持

ったேを対㇟にその医療が展開されていたものが㌟ᝈによって口腔機能にも㞀

ᐖをもたらされたேもその対㇟としてྵまれるようになってきた．むしࢁこのような

ఱらかの病Ẽや㞀ᐖをもつᝈ⪅を診ることの方が多くなってきただけのことである．

このようなᝈ⪅を診療するにあたっては医科歯科連携，病診連携といった報のඹ᭷

が重要なのはゝうまでもないとともに，その報のⓎ信ඖとなる高度ᛴ性期，ᛴ性期

にこそ歯科とりわけ歯科補綴治療がᚲ要ではないかと感じている．ここでは，✚ᴟ的

な治療をして機能を回すきᛴ性期・回期とその機能を維持する生活期といった

機能分化した歯科医療のあり方について考えてみたい．
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⏕ᾭᏛ⩦බ㛤ࢺ࣮ࢣ࣮ࣥࢼ࣑ࢭ 
 
 
 

令和 5 年度中国・四国支部学術大会の企画に㛵して，会員の方々からのご意見を㡬ᡝし，

ḟ回௨㝆のプロࢢラム❧に活用いたしたくᏑじます．つきましては，ンࢣートへのご協

力をお願いいたします．なお，ンࢣートはୗグ QR コードをスマートフ࢛ン➼でㄞみ込み，

各㡯目についてごධ力ください． 
 
 
 
 
 

生涯学習公開セミナーQR コード 
 

https://forms.gle/XZjWUZDGCcdTDMda6 
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 ࣮ࢼ࣑ࢭࣥࣙࢳࣥࣛ
 

 
 

᪂㛤Ⓨࡢ CAD/CAM ⏝ᮦᩱ 
ࠗKZR-CAD࡚࠸ࡘ࣒࣮࠘ࣞࣇࢡࢵࣟࣈ࣮ࣂࣇ 

 
講講師師 YAMAKIN ᰴ式会社᭷機ᮦᩱ開Ⓨㄢ ௵研究員 

ᒾ本 Ꮥᶞ 

 

␎␎ṔṔ 
2018.3 高知ᕤ科大学大学院ಟኈㄢ⛬ಟ 
2018.4 YAMAKIN ᰴ式会社᭷機ᮦᩱ開Ⓨㄢ ධ社 
2020.4 同上 プロジ࢙クトリーࢲー ᑵ௵ 
2023.7 同上 ௵研究員 ᑵ௵ 

 
ᢒᢒ㘓㘓 

2014 年にಖ㝤㍕された CAD/CAM ෙは，ಖ㝤㐺用⠊ᅖがẁ㝵的に拡大され，現

ᅾでは，第大⮻歯を㝖くすての部位で用がྍ能となっており，2022 年の用

合 1) は小⮻歯で⣙ 49%，大⮻歯で⣙ 13%，๓歯で⣙ 14%となっている．一方，ブリ

ッジでは，2018 年にࢢラスフイࣂーをフレームに用いた高ᙉ度◳㉁レジンブリッジ

がಖ㝤㍕されているものの，用部位が 5 番Ḟᦆの 3 ࣘニットブリッジに限られて

いるため，2022 年の用合 1)は 0.1%とపい． 
YAMAKIN では，ブリッジのフレームを CAD/CAM ᢏ術でస〇できる「KZR-CAD 

フイࣂーブロック フレーム」を新たに開Ⓨした．本ᮦは，ࢢラスフイࣂーを⦅

み込んだシートを✚ᒙしたものにᶞ⬡をྵᾐさせ，ブロック形≧にしたࢢラスフイ

ーを高ሸすることでࣂイラスフࢢ，きはーᙉ化型レジンᮦᩱである．≉㉁すࣂ

ᚓられた⣙ 800 MPa の高い᭤げᙉさにより，CAD/CAM ෙと同様の支ྎ歯形成でブリ

ッジに㐺用できることである． 
今回は，本ᮦのᇶ本的な≀性，レイࣖリンࢢᮦをే用した場合の᭤げᙉさ，レイࣖ

リンࢢᮦとの接着ᙉさ，用方ἲについて⤂する．また，同様にブリッジのフレー

ムに用できる PEEK ᮦ「KZR-CAD  ．ーク」の≀性，用方ἲについても⤂するࣆ
 
1) 厚生ປാ┬㸸令和 3 年社会医療診療行Ⅽู⤫ィ 
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ᕷẸ࣒࣮࢛ࣛࣇ  
 

ᗣ㛗ᑑࡢཱྀࡣᗣࡽ 

ᄮࡢࡓ࡞࠶࣮
ࡃࡷࡋࡑ

㸪ᄟୗ
࠼ ࢇ ࡆ

 ኵ㸽࣮ࡣ
 

講講師師 ᚨᓥ大学 ྡ教ᤵ 
ᚨᓥᩥ理大学ಖ健⚟♴学部口腔ಖ健学科 ᐈ員教ᤵ 

中野 㞞ᚨ  
 

␎␎ṔṔ 
1970 年 ᮾி医科歯科大学歯学部༞ᴗ 
1976 年 ᮾி医科歯科大学大学院ಟ 
1976 年 長野県厚生連リハࣅリテーションセンター 㮵教長医科歯院病 
1980 年 ᚨᓥ大学歯学部歯学科 講師 
1981 年 同ຓ教ᤵ(教ᤵ) 
2007 年 ᚨᓥ大学歯学部口腔ಖ健学科 教ᤵ 
2011 年 ᚨᓥ大学ྡ教ᤵ，歯学部≉௵教ᤵ 
2017 年 ᚨᓥᩥ理大学ಖ健⚟♴学部口腔ಖ健学科 教ᤵ 
2022 年 同 ᐈ員教ᤵ 現ᅾに⮳る 

 
ᢒᢒ㘓㘓 
日本ேのᖹᆒ寿はୡ⏺トップクラスですが，႐んでࡤかりいられません．ㆤを

ᚲ要としないで健康に寿をうする“健康寿”はᖹᆒ寿より⣙ 10 年▷いからで

す．要ㆤとなるཎᅉは⬻⾑管㞀ᐖと認知症が最も多いとされています．また，健康

なேが✺↛要ㆤ≧態となることはᑡなく，๓ẁ㝵として加齢にకって➽力や社会活

動性ながపୗする「フレイル」の≧態があり，ཪその๓ẁ㝵として，噛めない㣗

≀がቑえた，むせる，㣗こࡰす，⯉がᝏいな口の機能がわࡎかにపୗした≧態

である「オーラルフレイル」があります．フレイルや要ㆤ≧態にならないためには，

このような口の機能のపୗを防ࡄことが大ษです．Ꮚ౪のこࢁから，むし歯や歯周病

にならないように口のࢣをしっかり行い，よく噛んでしっかり飲み込む習័を㌟に

つけ，これを生涯⥅⥆することが大ษです．また，高齢になってᄟୗ機能がⴭしくప

ୗするとㄗᄟを㉳こしやすくなり，口の中がởれていると高齢⪅のṚஸཎᅉで多いㄗ

ᄟ性⫵⅖のリスクが高まります．「健康長寿は口の健康から」といわれるᡤ௨です． 
この講演では，௨上についておヰしするとඹに，ᄟ

ୗ㞀ᐖのスクリーニンࢢに用いられている⪷㞔式ᄟ

ୗ㉁ၥ⣬をᄮやᄟୗ機能のチ࢙ックリストとして

用して，オーラルフレイルやᄟୗ㞀ᐖの予防に⧅

げていただくことをᥦします．またᚨᓥᩥ理大学

口腔ಖ健学科で開Ⓨした，ㄗᄟ性⫵⅖だけでなく認

知症の予防も期ᚅできる「口から健康“口健య᧯”」
を⤂します．ẖ日実㊶していただくことで，一ே

でも多くのேの健康寿のᘏఙにᙺ❧つことを期ᚅ

しています． 

視⫈ QR コード 

https://youtu.be/D4gnvGo4RNE 
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୍⯡ཱྀ₇ 
 
 
 

P. gingivalis ่⃭による歯⫗⣽⬊の㑇ఏᏊⓎ現とங㓟⳦ SD ᮎのຠᯝ 
ᓮ⣪来々1)，⸨௦ ு⚄ۑ 1)，⚄ᾆ維྿ 1)，田中そら 1)，ᓟ ⿱一 2)，➲ཎድ

佐Ꮚ 1)，Ἑཎ和Ꮚ 1)，⇃㇂ ᏹ 3)，佐々木正和 3)，田地  1)，ᕝᾈᶞ 1) 
1) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科口腔生≀ᕤ学，2) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学

研究科医療システムᕤ学，3)中国・四国支部 
 

演㢟番ྕ 

O-1 

Ⅰ．目的

プロࣂイオティクスは「㐺正㔞をᦤྲྀしたときに

ᐟに᭷用なస用を♧す生⳦」と定⩏されており 1)，

ங㓟⳦もその一つである．当研究室では，㱘⼃⨯ᝈ

ṔのないᏊ౪の口腔内から分㞳した Lacticaseibacillus 
rhamnosus KO3（௨ୗ L8020 ங㓟⳦）が，Streptococcus 
mutans，Porphyromonas gingivalis，Candida albicans
に対して高いᢠ⳦性を♧すことを報告してきた．ங

㓟⳦はࣚーࢢルトを初め，さまࡊまな加ᕤἲにより

応用されている．中でもスプレードライ〇ἲによる

⢊ᮎ化は，ங㓟⳦のຠᯝを高くಖ持したまま大㔞生

⏘やపコスト化をྍ能とする．本研究では P. 
gingivalis を加⇕ฎ理によりṚ⳦化し，その⳦యがᇵ

㣴マウス歯⫗上⓶⣽⬊に与えるᙳ㡪と，スプレード

ライ〇ἲにより⢊ᮎ化した L8020 ங㓟⳦のᢠ⅖症స

用の᳨ウを目的として，㑇ఏᏊⓎ現ኚ化のゎᯒを行

った．

Ⅱ．方ἲ

本研究では，マウス⏤来歯⫗上⓶⣽⬊（௨ୗ GE-1）
を用いた．P. gingivalis Hudoi（௨ୗ Pg）を，ࢿロ

ックによる᎘Ẽୗにてࣃ 96 㛫๓ᇵ㣴した．๓ᇵ㣴

した Pg は OD600 で 1.0×108 CFU/mL に⳦ᩘㄪᩚし，

90℃で 30 分㛫加⇕ฎ理した（௨ୗ Heat-killed Pg）．
L8020 ங㓟⳦は，備๓化成ᰴ式会社でスプレードライ

〇ἲにて⢊ᮎ化した（௨ୗ SD）．24well プレートに

5.0×104 cells/well の GE-1 を✀し，33℃，5㸣CO2 Ẽ

┦ୗにて⣽⬊がコンフル࢚ントになるまでᇵ㣴し

た．その後，ᇵ地のみῧ加した Control ⩌，Heat-killed 
Pg のみῧ加した Hk-Pg ⩌，SD のみῧ加した SD ⩌，

Heat-killed Pg および SD を同ῧ加した Hk-Pg㸩SD
⩌の 4 ᮲௳に⣽⬊をᭀ㟢した．ᭀ㟢から 4 㛫後，

RNeasy Plus Mini Kit にて RNA をᢳฟし，ClariomTM S 
Assay, Mouse により DNA マイクロレイを行った．

Ⓨ現の┦対ẚ 2ಸ௨上または 0.5ಸ௨ୗとなった㑇ఏ

Ꮚをゎᯒ対㇟とした．さらに，TRIzol○R Reagent にて

RNA をᢳฟし，DNA マイクロレイの⤖ᯝからⓎ現

ኚ動の大きい㑇ఏᏊについて StepOnePlus による

real-time PCR でヲ⣽なゎᯒを行った．

Ⅲ．⤖ᯝと考ᐹ

DNA マイクロレイでは，Control ⩌，Hk-Pg ⩌，

SD ⩌，Hk-Pg㸩SD ⩌において 1147 の㑇ఏᏊにⓎ現

ኚ動が見られた．その中でも≉に，Hk-Pg ⩌ではⓑ⾑

⌫の㐟㉮をㄏᑟする CC カインとࣔࢣ CXC カイࣔࢣ

ンの mRNA のⓎ現が上᪼した．一方，これらのⓎ現

は SD をῧ加することでᢚ制された．中でも，CC ࢣ

ࣔカインフミリーにᒓする CCL2 が最もᢚ制され

ていた．Real-time PCR によるヲ⣽なゎᯒでは，

Heat-Killed Pgにᭀ㟢されたGE-1においてCCL2のⓎ

現上᪼を認めたが，SD のῧ加によりそのⓎ現が᭷意

にᢚ制された．

௨上の⤖ᯝから，Pg Ṛ⳦యはᇵ㣴マウス歯⫗上⓶

⣽⬊において⅖症応をច㉳するが，その応を᭷

意にᢚ制した L8020 ங㓟⳦スプレードライ⢊ᮎが口

腔内プロࣂイオティクスとして応用できるྍ能性が

♧၀された． 

Ⅳ．ᩥ献

1) Joint FAO/WHO Working Group on Drafting
Guidelines for the Evaluation of Probiotics in Food:
Guidelines for the Evaluation of Probiotics in Food. 2002.

Gene expression in gingival epithelial-like cells stimulated by heat-killed P. gingivalis and effects of orally 
derived lactic acid bacteria spray-dried powder on their gene expression 

 ,(Kanzaki S1), Fujishiro R1), Kamiura I1), Tanaka S1), Mine Y2), Sasahara H1), Kawahara K1), Kumagai H3ࠐ
Sasaki M3), Taji T1), Nikawa H1) 
1)Department of Oral Biology & Engineering, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,
Hiroshima University, 2)Department of Medical Systems Engineering, Graduate School of Biomedical and
Health Sciences, Hiroshima University, 3)Chugoku-Shikoku Branch
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୍⯡ཱྀ₇ 
 
 
 

口腔⣽⳦᳨ฟ⨨ orcoa を用いた歯周病スクリーニンࢢホ౯の᭷ຠ性 
田中そらۑ 1)，佐々木ៅஓ 2)，┦見礼Ꮚ 3)，⚄ᓮ⣪来々1)，⇃㇂ ᏹ 4)，佐々

木正和 4)，水野ᬛோ 2)，田地  1)，ᕝᾈᶞ 1) 
1) ᗈᓥ大学大学院医⣔科学研究科口腔生≀ᕤ学，2) ᗈᓥ大学医⣔科学研究科

歯周病態学，3) ᗈᓥ大学歯学部歯科⾨生ኈ教⫱研ಟセンター，4) 中国・四国

支部 
 

演㢟番ྕ 

O-2 

Ⅰ．目的

近年，慢性炎症性疾患である歯周病は口腔内の

みならず，全身疾患との関連が明らかになり 1)，

医科歯科連携の必要性が増している．その一方で，

歯周病検査の結果が歯科を専門としない医療関係

者に伝わりづらいことは，医科歯科連携における

障壁の一つとなっている．そのため，歯周病検査

よりも理解しやすい，簡便な歯周病のスクリーニ

ング検査が必要とされてきている．

以上を踏まえ，本研究は口腔内細菌数を簡易的

に評価することのできる装置 orcoa（株式会社オル

コア，大阪）を用いて，PISA 値と唾液中

Porphyromonas gingivalis（以下 P.g）菌数の関連を

明らかにし，orcoa による細菌数測定が歯周病のス

クリーニング検査として有用であるか検討するこ

ととした．

Ⅱ．方法

 軽度または中等度慢性歯周炎の患者および歯周

炎に罹患していない健常者を研究対象者とし，研

究への同意が得られた女性 26 名，男性 10 名の計

36 名を選定した．被験者がリン酸緩衝生理食塩水

9ml で 30 秒間含嗽した唾液検体を遠心分離機にか

け，沈殿物を採取することで orcoa 測定を行った．

本研究は広島大学疫学研究倫理委員会の承認

（E-1685 号）を受け実施した．統計処理にはノン

パラメトリック検定を用いた． 

Ⅲ．結果と考察

口腔内 P.g 菌量と PISA 値との間で相関係数 0.40
の有意な相関が得られた(p=0.018)．さらに，口腔

内 P.g 菌量と BOP 値の間においても相関係数 0.40
の有意な相関を認めた(p=0.02)．また，PISA 値は

残存歯数に依存するため，1 歯あたりの PISA 値で

検討したところ，相関係数 0.46 の有意な相関が得

られた (p<0.01)．さらに orcoa 値を用いて P.g 菌検

出の有無で 2 群に分類し，ROC 解析を行ったとこ

ろ，PISA 値≧151.340mm2は感度 71%，特異度 80%
であり，1 歯あたりの PISA 値≧5.498mm2は感度

71%，特異度 75%で唾液中 P.g 菌の保菌を予測し

た．また，2 群間の差を Mann-Whitney の U 検定に

て解析したところ，PISA 値で p=0.039，1 歯あた

りの PISA 値で p=0.023 と有意な差が認められた． 

以上の結果から，口腔細菌検出装置 orcoa を用い

た細菌数測定は PISA 値を反映する歯周病のスク

リーニング検査として有効である可能性が示され

た．さらに，唾液を用いた簡易的な検体採取方法

であることから，医科のチェアサイドで歯科への

紹介の要否を判断する目安として用いることがで

き，医科歯科連携のツールとして活用できる可能

性が示唆された．

Ⅳ．文献

1) Liccardo D, Cannavo A, Spagnuolo G, Ferrara N,
Cittadini A, Rengo C, Rengo G. Periodontal Disease: A 
Risk Factor for Diabetes and Cardiovascular Disease.
Int. J. Mol. Sci. 2019; 20(6): 1414.

Efficacy of periodontal disease screening assessment using the oral bacteria detection device orcoa 

〇Tanaka S1), Sasaki S2), Aimi R3), Kanzaki S1), Kumagai H4), Sasaki M4), Mizuno N2), Taji T1), Nikawa H1) 
1)Department of Oral Biology & Engineering, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,
Hiroshima University, 2)Department of Periodontal Medicine, Graduate School of Biomedical and Health
Sciences, Hiroshima University, 3)Center for Dental Hygienists Education and Training, School of Dentistry,
Hiroshima University, 4)Chugoku-Shikoku Branch
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」合⤌織の❧యᵓ⠏による歯の⤌織再生ᢏ術の開Ⓨ 
 大ᓥ正，上⨾✑，ᐑᇛ㯞，ᯇ㤶ⰾ୕ۑ
ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部㢡機能咬合再ᘓ学分野 
 

 

演㢟番ྕ 

O-3 

Ⅰ．目的

近年，慢性炎症性疾患である歯周病は口腔内の

みならず，全身疾患との関連が明らかになり 1)，

医科歯科連携の必要性が増している．その一方で，

歯周病検査の結果が歯科を専門としない医療関係

者に伝わりづらいことは，医科歯科連携における

障壁の一つとなっている．そのため，歯周病検査

よりも理解しやすい，簡便な歯周病のスクリーニ

ング検査が必要とされてきている．

以上を踏まえ，本研究は口腔内細菌数を簡易的

に評価することのできる装置 orcoa（株式会社オル

コア，大阪）を用いて，PISA 値と唾液中

Porphyromonas gingivalis（以下 P.g）菌数の関連を

明らかにし，orcoa による細菌数測定が歯周病のス

クリーニング検査として有用であるか検討するこ

ととした．

Ⅱ．方法

 軽度または中等度慢性歯周炎の患者および歯周

炎に罹患していない健常者を研究対象者とし，研

究への同意が得られた女性 26 名，男性 10 名の計

36 名を選定した．被験者がリン酸緩衝生理食塩水

9ml で 30 秒間含嗽した唾液検体を遠心分離機にか

け，沈殿物を採取することで orcoa 測定を行った．

本研究は広島大学疫学研究倫理委員会の承認

（E-1685 号）を受け実施した．統計処理にはノン

パラメトリック検定を用いた． 

Ⅲ．結果と考察

口腔内 P.g 菌量と PISA 値との間で相関係数 0.40
の有意な相関が得られた(p=0.018)．さらに，口腔

内 P.g 菌量と BOP 値の間においても相関係数 0.40
の有意な相関を認めた(p=0.02)．また，PISA 値は

残存歯数に依存するため，1 歯あたりの PISA 値で

検討したところ，相関係数 0.46 の有意な相関が得

られた (p<0.01)．さらに orcoa 値を用いて P.g 菌検

出の有無で 2 群に分類し，ROC 解析を行ったとこ

ろ，PISA 値≧151.340mm2は感度 71%，特異度 80%
であり，1 歯あたりの PISA 値≧5.498mm2は感度

71%，特異度 75%で唾液中 P.g 菌の保菌を予測し

た．また，2 群間の差を Mann-Whitney の U 検定に

て解析したところ，PISA 値で p=0.039，1 歯あた

りの PISA 値で p=0.023 と有意な差が認められた． 

以上の結果から，口腔細菌検出装置 orcoa を用い

た細菌数測定は PISA 値を反映する歯周病のスク

リーニング検査として有効である可能性が示され

た．さらに，唾液を用いた簡易的な検体採取方法

であることから，医科のチェアサイドで歯科への

紹介の要否を判断する目安として用いることがで

き，医科歯科連携のツールとして活用できる可能

性が示唆された．

Ⅳ．文献

1) Liccardo D, Cannavo A, Spagnuolo G, Ferrara N,
Cittadini A, Rengo C, Rengo G. Periodontal Disease: A 
Risk Factor for Diabetes and Cardiovascular Disease.
Int. J. Mol. Sci. 2019; 20(6): 1414.

Efficacy of periodontal disease screening assessment using the oral bacteria detection device orcoa 

〇Tanaka S1), Sasaki S2), Aimi R3), Kanzaki S1), Kumagai H4), Sasaki M4), Mizuno N2), Taji T1), Nikawa H1) 
1)Department of Oral Biology & Engineering, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,
Hiroshima University, 2)Department of Periodontal Medicine, Graduate School of Biomedical and Health
Sciences, Hiroshima University, 3)Center for Dental Hygienists Education and Training, School of Dentistry,
Hiroshima University, 4)Chugoku-Shikoku Branch

I．目的 
高齢化社会を㏄えたᡃが国において，歯の႙ኻ

や機能㞀ᐖに対する本㉁的ゎỴは，国民の健康長

寿を支えるための重要なㄢ㢟とされている．≉に，

㱘⼃や歯周⅖による歯の⤌織ᔂቯに対するຠᯝ的

な再生ᢏ術がᮃまれている．㏆年，⣽⬊シートᕤ

学のⓎ展にకい，歯科㡿域においても歯周⤌織再

生の分野から実用化されつつある 1)．しかしなが

ら，༢一⣽⬊によりᵓ⠏される⣽⬊シートでは，

」ᩘ✀の⣽⬊からᵓ成される⤌織ᵓ㐀の再現や，

ᗈ⠊性ᦆയに対する本㉁的再生は༑分ではない．

本研究では， 度応⟅性ᇵ㣴─（UpCell®, CellSeed, 
Tokyo, Japan）を用いて，歯および歯周⤌織の機能

༢位である㇟∳㉁㸫歯㧊」合య，ならびに㦵㸫歯

᰿⭷」合⤌織のᵓ㐀を再現する」合⣽⬊シートを

ᵓ⠏し，その⤌織再生ຠᯝを᳨ドした．

II．方ἲ 
[㇟∳㉁ဨ歯㧊」合యの再生] 4 㐌齢ラット SD ⣔㞝

性ラットのษ歯から歯㧊⣽⬊を᥇ྲྀ・ᇵ㣴し， 

度応⟅性ᇵ㣴─（UpCell®）にẁ㝵的に✀し，✚

ᒙᇵ㣴による歯㧊⣽⬊と㇟∳ⱆ⣽⬊による」合⣽

⬊シートをస〇した．」合⣽⬊シートの✚ᒙᵓ㐀

を☜認するために，㇟∳㉁の≉␗的マーカーによ

るච⤌織化学染Ⰽ，および㉮ᰝ型㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾に

よる観ᐹを行った．ḟに，」合⣽⬊シートの⤌織

形成能をホ౯するために，ච不マウスの⭈⮚

⿕⭷ୗに␗ᡤ性⛣᳜を実し，⤌織形成㔞と⤌織

学的ゎᯒを行った．

[㦵ဨ歯᰿⭷」合⤌織の再生] 歯᰿⭷⣽⬊は 5 㐌齢

SD ⣔㞝性ラットの⮻歯から᥇ྲྀ・ᇵ㣴し，㦵ⱆ⣽

⬊はマウス⏤来 MC3T3-E1 ⣽⬊を用いた．これら

の⣽⬊を 度応⟅性ᇵ㣴─（UpCell®）にẁ㝵的に

✀し，✚ᒙᇵ㣴により歯᰿⭷⣽⬊と㦵ⱆ⣽⬊に

よる」合⣽⬊シートをస〇した．」合⣽⬊シート

の✚ᒙᵓ㐀を☜認するために，㦵㸭歯᰿⭷の≉␗

的マーカーによるච化学染Ⰽ，ならびに動≀✀

≉␗的 Fluorescent in situ hybridization (FISH)ἲにて

ゎᯒした．ḟに，」合⣽⬊シートの⤌織形成能を

ホ౯するために，マウス上㢡口ഃ⮻歯部に歯周

⤌織ᦆയࣔデルをᵓ⠏し，」合⣽⬊シートの同ᡤ

性⛣᳜による୕ḟඖ的な歯周⤌織再生がྍ能であ

るかをマイクロ CT およびච⤌織化学染Ⰽにて

ホ౯した（ᚨᓥ大学動≀実㦂委員会承認 T29-50）． 

III．⤖ᯝと考ᐹ

[㇟∳㉁ဨ歯㧊」合యの再生] ✚ᒙᇵ㣴ἲにより，㇟

∳ⱆ⣽⬊と歯㧊⣽⬊による୕ḟඖ的な」合⣽⬊シ

ートがస〇された．ච⤌織化学染Ⰽおよび㟁㢧

ゎᯒより，」合⣽⬊シートは㇟∳ⱆ⣽⬊㡿域と歯

㧊⣽⬊㡿域の区画化が明らかとなり，㇟∳㉁㸫歯

㧊」合యの❧యᵓ㐀が♧された．また␗ᡤ性⛣᳜

により，⛣᳜歯の❐Ὕ内に㐺ษに㇟∳㉁㸫歯㧊」

合⤌織の形成がなされていた． 

[㦵ဨ歯᰿⭷」合⤌織の再生] ✚ᒙᇵ㣴ἲにより，歯

᰿⭷⣽⬊と㦵ⱆ⣽⬊による୕ḟඖ的な」合⣽⬊シ

ートがస〇された．ච⤌織化学染Ⰽおよび FISH
ゎᯒより，」合⣽⬊シートは歯᰿⭷⣽⬊㡿域と㦵

ⱆ⣽⬊㡿域が明☜に区画化されており，㦵㸫歯᰿

⭷⤌織の❧యᵓ㐀が形成されていた．歯周⤌織ᦆ

യࣔデルへ」合⣽⬊シートの⛣᳜を行ったとこ

༢一の歯᰿⭷⣽⬊シート⛣᳜⩌（対↷⩌）と，ࢁ

ẚ㍑して᭷意な歯ᵴ㦵再生が認められ，ኳ↛歯と

同➼の歯周⤌織ᵓ㐀を᭷していた．

௨上より，㇟∳㉁㸫歯㧊」合య，および歯周⤌

織のᵓ㐀を再現する」合⣽⬊シートによるຠᯝ的

な」合⤌織の再生ᢏ術が開Ⓨされた．

IV．ᩥ献

1) Iwata T, Yamato M, Washio K, Yoshida T,
Tsumanuma Y, Yamada A et al. Periodontal
regeneration with autologous periodontal ligament- 
derived cell sheets- A safety and efficacy study in ten
patients. Regen Ther 2018; 9: 38-44.

Development of tooth regenerative technology by the three-dimensional complex tissue reconstruction 

 Oshima M, Inoue M, Miyagi M, Matsuka Yࠐ

Department of Stomatognathic Function and Occlusal Reconstruction, Tokushima University Graduate 
School 
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╧╀య位療ἲによる╧╀ブラ࢟シࢬムへのຠᯝの᳨ウ 
㟷木ᫎ⍵ࠐ 1)，㕥木ၿ㈗ 1)，新開⍞ᕼ 1)，小⃝ ᙬ 1)，ᰘᇉあかり 1)，㇂⬥❳

ᘺ 1)，ྜྷཎ㟹ᬛ 1)，大一ኵ 1)，上⨾✑ 1)，池田隆志 2)，大ᓥ正 1)，ᯇ㤶

ⰾ୕ 1) 
1) ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部㢡機能咬合再ᘓ学分野，2) 中国・四国支部 

 

演㢟番ྕ 

O-4 

I．目的 
╧╀ブラ࢟シࢬム（SB）ᝈ⪅では௮⮩位とẚ

㍑して，ഃ⮩位や⭡⮩位でᚊ動性ᄮ➽活動

（RMMA）イ࣋ントが᭷意にᑡないという報告が

ある 1)．そこで，本研究では௮⮩位╧╀をᢚ制す

る╧╀య位療ἲによる SB へのຠᯝについて᳨ウ

することを目的とした．

II．方ἲ 
⿕㦂⪅は 20㹼60 ṓのᚨᓥ大学にᡤᒓする学生・

教⫋員で，ICSD-3 の SB 診᩿ᇶ準を‶たすものを

対㇟とした．なお，๓に本研究はᚨᓥ大学病院

生科学・医学⣔研究理ᑂᰝ員会の承認（No. 
3534）をཷけ，⿕㦂⪅にインフ࢛ームドコンセン

トを行った上で， 定を行った．

╧╀య位療ἲには，㢕部に着し，௮⮩位にな

ると㢕部後方でࣂイブレーションがస動する╧╀

య位ࣂイオフィードࣂック⨨ Night Shift
（Advanced Brain Monitoring）を用いた．ࣂイブレ

ーションによるࣂイオフィードࣂック（BF）は，

ධ╀を㜼ᐖしないように，スイッチ ON 30 分後か

らస動するようにタ定した．また，௮⮩位╧╀

㛫，50dB ௨上のいびき㛫も 定した．RMMA
イ࣋ントの 定には，ഃ㢌➽の➽㟁ᅗを 定でき

るࢢラインドࢣ（SUNSTAR）を用いた．Pulse
Watch PMP-200 G plus（ࣃシフィコメディコ）を用

いて，⾑中㓟⣲㣬和度，⬦ᢿ，య動を 定し，╧

╀≧態，⬦ᢿ上᪼指ᩘ，3%㓟⣲పୗ指ᩘなを⟬

ฟした．

1 日目と 5 日目はࣂイオフィードࣂック（BF）
↓ຠ，2㹼4 日目は BF を᭷ຠにして，⮬Ꮿにて 

定を行った．

⤫ィゎᯒは Wilcoxon signed-rank-test を用い，

Bonferroni 補正を行った． 
Ⅲ．⤖ᯝと考ᐹ 
⿕㦂⪅は 12 ྡ（男性 4 ྡ，ዪ性 8 ྡ，ᖹᆒ年齢

28±8 ṓ）であり，うࡕ 1 ྡは BF による╧╀య位 

のኚ化が認められなかったため，ゎᯒから㝖እし

た．

BF により，௮⮩位╧╀㛫は㢧ⴭにῶᑡしたも

のの，各 定日㛫で RMMA イ࣋ントには᭷意なᕪ

は認められなかった（ᅗ）．BF ↓ຠである 1 日目

に対して BF ᭷ຠの最⤊日（4 日目）に RMMA イ

ーはࢲントがῶᑡしたレスポン࣋ 6 ྡおり，ῶᑡ

⋡は 24.1㹼85.6%であった．㠀レスポンࢲーの 5 ྡ

は RMMA イ࣋ントが 3.9-193.9%ቑ加していた． 

SB ᝈ⪅に対し，╧╀య位療ἲは᭷意なຠᯝをᚓ

られなかったが，༙ ᩘで RMMA イ࣋ントのῶᑡຠ

ᯝが認められ，⿕㦂⪅によっては SB の治療ἲに

なりᚓることが♧၀された．今後，⿕㦂⪅ᩘをቑ

やし，のようなᝈ⪅でຠᯝがᚓられるのかを明

らかにすることで，╧╀歯科⮫ᗋにྲྀりධれられ

るものと期ᚅできる．

Ⅳ．ᩥ献 
1) Miyawaki S, Lavigne GJ, Pierre M, Guitard F,
Montplaisir JY, Kato T. et al. Association between
sleep bruxism, swallowing-related laryngeal
movement, and sleep positions. Sleep 2003; 26:
461–465.

Investigation of Effect of Sleep Positional Therapy on Sleep Bruxism 

 ,(Aoki E1), Suzuki Y1), Shinkai S1), Ozawa A1), Shibagaki A1), Taniwaki T1), Yoshihara Y1), Okura K1ࠐ
Inoue M1), Ikeda T2), Oshima M1), Matsuka Y1) 
1) Department of Stomatognathic Function and Occlusal Reconstruction, Graduate School of Biomedical
Sciences, Tokushima University, 2) Chugoku-Shikoku Branch
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口腔周ᅖへの感ぬ่⃭が⬻⾑ὶ㔞に及ࡰすᙳ㡪 
ᓊ本༟大ࠐ 1)，後⸨ᓫᬕ 2)，ᇼ内ᨻ信 3)，▮一ᬛ 3)，市ᕝဴ㞝 2) 
1) ᚨᓥ大学病院総合診療歯科学分野，2) ᚨᓥ大学大学院医歯薬学研究部口腔

㢡顔面補綴学分野，3) 中国四国支部 
 

 

演㢟番ྕ 

O-5 

I．目的 
╧╀ブラ࢟シࢬム（SB）ᝈ⪅では௮⮩位とẚ

㍑して，ഃ⮩位や⭡⮩位でᚊ動性ᄮ➽活動

（RMMA）イ࣋ントが᭷意にᑡないという報告が

ある 1)．そこで，本研究では௮⮩位╧╀をᢚ制す

る╧╀య位療ἲによる SB へのຠᯝについて᳨ウ

することを目的とした．

II．方ἲ 
⿕㦂⪅は 20㹼60 ṓのᚨᓥ大学にᡤᒓする学生・

教⫋員で，ICSD-3 の SB 診᩿ᇶ準を‶たすものを

対㇟とした．なお，๓に本研究はᚨᓥ大学病院

生科学・医学⣔研究理ᑂᰝ員会の承認（No. 
3534）をཷけ，⿕㦂⪅にインフ࢛ームドコンセン

トを行った上で， 定を行った．

╧╀య位療ἲには，㢕部に着し，௮⮩位にな

ると㢕部後方でࣂイブレーションがస動する╧╀

య位ࣂイオフィードࣂック⨨ Night Shift
（Advanced Brain Monitoring）を用いた．ࣂイブレ

ーションによるࣂイオフィードࣂック（BF）は，

ධ╀を㜼ᐖしないように，スイッチ ON 30 分後か

らస動するようにタ定した．また，௮⮩位╧╀

㛫，50dB ௨上のいびき㛫も 定した．RMMA
イ࣋ントの 定には，ഃ㢌➽の➽㟁ᅗを 定でき

るࢢラインドࢣ（SUNSTAR）を用いた．Pulse
Watch PMP-200 G plus（ࣃシフィコメディコ）を用

いて，⾑中㓟⣲㣬和度，⬦ᢿ，య動を 定し，╧

╀≧態，⬦ᢿ上᪼指ᩘ，3%㓟⣲పୗ指ᩘなを⟬

ฟした．

1 日目と 5 日目はࣂイオフィードࣂック（BF）
↓ຠ，2㹼4 日目は BF を᭷ຠにして，⮬Ꮿにて 

定を行った．

⤫ィゎᯒは Wilcoxon signed-rank-test を用い，

Bonferroni 補正を行った． 
Ⅲ．⤖ᯝと考ᐹ 
⿕㦂⪅は 12 ྡ（男性 4 ྡ，ዪ性 8 ྡ，ᖹᆒ年齢

28±8 ṓ）であり，うࡕ 1 ྡは BF による╧╀య位 

のኚ化が認められなかったため，ゎᯒから㝖እし

た．

BF により，௮⮩位╧╀㛫は㢧ⴭにῶᑡしたも

のの，各 定日㛫で RMMA イ࣋ントには᭷意なᕪ

は認められなかった（ᅗ）．BF ↓ຠである 1 日目

に対して BF ᭷ຠの最⤊日（4 日目）に RMMA イ

ーはࢲントがῶᑡしたレスポン࣋ 6 ྡおり，ῶᑡ

⋡は 24.1㹼85.6%であった．㠀レスポンࢲーの 5 ྡ

は RMMA イ࣋ントが 3.9-193.9%ቑ加していた． 

SB ᝈ⪅に対し，╧╀య位療ἲは᭷意なຠᯝをᚓ

られなかったが，༙ ᩘで RMMA イ࣋ントのῶᑡຠ

ᯝが認められ，⿕㦂⪅によっては SB の治療ἲに

なりᚓることが♧၀された．今後，⿕㦂⪅ᩘをቑ

やし，のようなᝈ⪅でຠᯝがᚓられるのかを明

らかにすることで，╧╀歯科⮫ᗋにྲྀりධれられ

るものと期ᚅできる．

Ⅳ．ᩥ献 
1) Miyawaki S, Lavigne GJ, Pierre M, Guitard F,
Montplaisir JY, Kato T. et al. Association between
sleep bruxism, swallowing-related laryngeal
movement, and sleep positions. Sleep 2003; 26:
461–465.

Investigation of Effect of Sleep Positional Therapy on Sleep Bruxism 

 ,(Aoki E1), Suzuki Y1), Shinkai S1), Ozawa A1), Shibagaki A1), Taniwaki T1), Yoshihara Y1), Okura K1ࠐ
Inoue M1), Ikeda T2), Oshima M1), Matsuka Y1) 
1) Department of Stomatognathic Function and Occlusal Reconstruction, Graduate School of Biomedical
Sciences, Tokushima University, 2) Chugoku-Shikoku Branch

Ⅰ．目的 
認知症は，現ᅾᡃが国の高齢⪅における要ㆤ

≧態をᘬき㉳こすཎᅉとして大きな合を༨めて

おり，認知機能の維持・పୗの予防は重要な社会

的ㄢ㢟とされている．認知症に㛵わる要⣲として，

㌟య活動のపୗ，社会的な交ὶ機会のῶᑡ，口腔

健康≧態のᝏ化なさまࡊまなものが㐣ཤの学

研究から♧されており，㏆年では≉に㣗やコミࣗ

ニࢣーションに㛵わる口腔機能のపୗとの㛵連を

♧၀する報告がቑ加している．認知機能に対してࠊ

口腔機能のの要⣲がᙉくᙳ㡪を与えるかに㛵し

て，そのᅉᯝ㛵ಀをྵめて明らかとなっておらࡎ

多くの議ㄽがなされている．ᡃ々は，㣗感やぬ，

Ⴅぬをはじめとした口腔に㛵連する感ぬ่⃭のᙳ

㡪がᙉいのではないかという௬ㄝのඖ，研究を行

ってきた．

ᡃ々はこれまでに，口腔機能に㛵わる感ぬのう

歯᰿⭷感ぬに着目し，認知機能に重要なᙺをࡕ

持つ๓㢌๓野の活動との㛵ಀについて報告し 1)，

その後，歯᰿⭷感ぬの่⃭㔞と感ぬ㔞の㛵ಀから

⟬ฟした感ཷ性್の㐪いが⬻⾑ὶにᙳ㡪すること

を見ฟした．上㏙した㏻り，口腔への感ぬ่⃭は

歯᰿⭷感ぬのみならࡎ，㣗に㛵連するぬやႥ

ぬなさまࡊまな✀㢮がᣲげられるが，それらの

感ぬ่⃭が๓㢌๓野に与えるᙳ㡪を総合的にㄪ

た報告はない．そこで本研究では，口腔周ᅖへの

感ぬ่⃭の✀㢮の㐪いが๓㢌๓野の活動に与える

ᙳ㡪を明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．方ἲ  
⿕㦂⪅は，健ᖖ᭷歯㢡⪅ 12 （ྡᖹᆒ年齢 29.8±5.5

ṓ，男性 7 ྡ，ዪ性 5 ྡ）を対㇟とした．口腔

周ᅖへの感ぬ่⃭および㐠動タスクとして，ぬ

（㓟・⏑），ゐぬ（歯のタッࣆンࢢ），Ⓨ㡢（ࣃ

㡢）をタ定し，ẚ㍑対㇟としてᏳ㟼，ᡭの感ぬ

ぬ（㞵⫈，（ーࢲン࣋ラ）Ⴅぬ，（᧯ーయࣃーࢢ）

㡢），視ぬ（ᫎീ），をタ定した．⿕㦂⪅には各感

ぬ่⃭を 30 ⛊㛫与えた後，認知ㄢ㢟（༢ㄒのၐ，

  

ၐ）を行わせた． 定㛫には 15 ⛊のᏳ㟼㛫をタ

定し，่⃭，㐠動タスクを与える㡰番はランࢲム

と し た ．ウ ࢙ ラ ブルග ト ポ ラࢢ フィ ー

（WOT-HS，NeU，ᮾி）を用いて，ྑഃ⫼እഃ๓

㢌๓野に┦当するチャンࢿルにおける感ぬ่⃭

および認知ㄢ㢟㐙行の⬻⾑ὶ㔞を 定した．各

開始点をᇶ準として， 定㛫内にኚ化した⬻

⾑ὶ㔞の最大್までのኚ化㔞を⟬ฟした．

㓟と⏑について，各 5 ẁ㝵の⃰度のヨ薬

（テーストディスク，୕ 和化学研究ᡤ，ឡ知）と，

⢭⚄≀理学的な感ぬのホ౯ἲである上ୗἲと

マࢢニチࣗード᥎定ἲを用いて感ཷ性್を⟬

ฟした．ᚓられた่⃭⃰度と感ぬ㔞の㛵ಀか

ら，Ȍ㸻.ĳȕ（Ȍ は感ぬ㔞，ĳ は่⃭㔞，K は定

ᩘ）のἲ๎を用いて，各ಶேの上᪼⣔ิとୗ㝆

⣔ิでの感ཷ性್ ȕ を⟬ฟし，そのᖹᆒ್をồ

めた．

Ⅲ．⤖ᯝと考ᐹ 
๓㢌๓野の⬻⾑ὶ㔞は，ぬ（㓟・⏑）・Ⴅ

ぬ่⃭が⫈ぬ・視ぬ่⃭や㐠動タスクとẚ㍑

して᭷意に大きい್を♧した．一方，認知ㄢ㢟㐙

行における⬻⾑ὶ㔞は，いࡎれの่⃭㛫におい

ても᭷意なᕪは認められなかった．感ཷ性್につ

いて，㓟・⏑ともに感ཷ性್と感ぬ่⃭の

⬻⾑ὶ㔞との㛫に㛵連が認められた．

๓㢌๓野の⬻⾑ὶ㔞に対してぬ，Ⴅぬ่⃭の

ᙳ㡪が大きく，認知機能維持における㣗の重要性

が♧၀された．

Ⅳ．ᩥ献 
1) Kishimoto T, Goto T, Ichikawa T．Prefrontal cortex
activity induced by periodontal afferent inputs
downregulates occlusal force．Exp Brail Res．2019;
237 (11): 2767–2774.
（Ⓨ⾲に㝿してᝈ⪅・⿕㦂⪅の同意をᚓた．理

ᑂᰝ委員会ྡ㸸ᚨᓥ大学病院医学⣔研究理ᑂᰝ

委員会，承認番ྕ㸸1780）

Influence of oral sensory stimulation to cerebral blood flows 

۵Kishimoto T1), Goto T2), Horiuchi M3), Yagi K3), Ichikawa T2)

1)Department of Comprehensive Dentistry, Tokushima University Hospital, 2)Department of Prosthodontics and
Oral Rehabilitation, Tokushima University Graduate School of Biomedical Sciences, 3)Chugoku Shikoku
Branch



- 24 - 

୍⯡ཱྀ₇ 
 
 
 

高齢メインテナンスᝈ⪅におけるḞᦆ補綴治療ἲと㣗ရᦤྲྀ≧ἣとの㛵連

ᆏ本和ᇶࠐ 1)，大野 ᙬ 2), 3)，୕野༟ဢ 1), 4)，㯮㷂㝧Ꮚ 2), 3)，中ᕝ輔 3)，ୗ

ᮧౡྖ 1)，大᳃ Ụ 3)，ᵽ口隆ᬕ 3)，小山⤮理 3)，ᚨ本ెዉ 1), 5)，⦖⛶久⨾Ꮚ
3)，窪木拓男 1), 3) 
1) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科インプラント再生補綴学分野，2) 岡山

大学病院新医療研究開Ⓨセンター，3) 岡山大学病院歯科・口腔インプラント

科部門，4) 大㜰歯科大学歯学部Ḟᦆ歯ิ補綴咬合学講座，5) රᗜ医科大学医

学部歯科口腔እ科学講座 

演㢟番ྕ 

O-6 

Association between prosthodontic treatment methods and food intake status in elderly patients after 
prosthodontic treatment 

 Sakamoto K1)，Kimura-Ono A2), 3)，Mino T1), 4)，Kurosaki Y2), 3)，Nakagawa S3)，Shimomura Y1)，Oomoriࠐ
K3)，Higuchi T3)，Koyama E3)，Tokumoto K1), 5)，Nawachi K3)，Kuboki T1) 
1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of

Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama 
University Hospital, 3)Department of Oral Rehabilitation and Implantology, Okayama University Hospital, 
4)Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 5)Department of Oral

and Maxillofacial Surgery, School of Medicine, Hyogo Medical University

Ϩ．目的

㣗ရᦤྲྀの多様性は，高齢⪅の㌟య機能や認知機能の

維持に重要であるとゝわれている．そして，歯ᩘやᄮ

機能のపୗは，タンࣃク㉁や㣗≀⧄維➼のᰤ㣴⣲・㣗ရ

⩌ᦤྲྀのపୗにつながることが明らかになっており，こ

れらの口腔ᅉᏊは㣗ရᦤྲྀの多様性にも㛵連するྍ能

性がある．一方，多くの⮬❧高齢⪅は，歯ᩘのῶᑡが生

じるとḞᦆ補綴治療をཷける．Kimura-Ono らは⩏歯や

ブリッジ治療によってᄮ㞴᫆度の高い㣗ရをᦤྲྀで

きるようになることを報告した 1)．しかし，㣗ရᦤྲྀの

多様性はႴዲや生活⎔ቃにᙳ㡪されるため，ᄮ㞴᫆度

の高い㣗ရをᦤྲྀできるかྰかが㣗ရᦤྲྀの多様性に

直⤖せࡎ，Ḟᦆ補綴治療と㣗ရᦤྲྀの多様性との㛵連は

༑分明らかになっていない．そこで本研究は，Ḟᦆ補綴

治療ἲと㣗ရᦤྲྀの多様性との㛵連を᥈⣴的に᳨ウす

るとともに，㣗ရᦤྲྀの多様性に㛵連する口腔ᅉᏊを明

らかにすることを目的とした．

ϩ．方ἲ

2022 年 3 月から 12 月に，岡山大学病院歯科・口腔イ

ンプラント科部門でྍ᧔性ᗋ⩏歯（RD）またはインプ

ラント⩏歯（ID）のメインテナンスをཷけた 65 ṓ௨上

のᝈ⪅を対㇟とし，ᶓ᩿ㄪᰝを行った．ᄮ能⋡ホ౯に

は᳨ᰝ用ࢢミࢮリー（5.5±0.1 g，UHA ぬ⢾）による

スコἲを用いた．㣗ရᦤྲྀ≧ἣのホ౯には，㣗ရᦤྲྀ

多様性ホ౯⚊（DVS），ᦤྲྀྍ能㣗ရンࢣートを用い，

DVS スコ，ᦤྲྀྍ能㣗ရスコを⟬ฟした．そして，

RD ⩌と ID ⩌の DVS スコおよびᦤྲྀྍ能㣗ရスコ

を，Wilcoxon の㡰位和᳨定にてẚ㍑した．また，ᦤྲྀྍ

能㣗ရスコをᚑᒓኚᩘ，年齢，性ู，治療ἲ，現ᅾ歯

ᩘ，補綴⨨着期㛫，同ᒃᐙ᪘の᭷↓，ᚠ⎔ჾ㸭ᾘ化

ჾ㸭内分Ἢᝈの᭷↓をㄝ明ኚᩘとした重回ᖐ分ᯒを

行った．さらに DVS スコをᚑᒓኚᩘ，๓㏙のㄝ明ኚ

ᩘに加えてᄮ能⋡スコをㄝ明ኚᩘとした重回ᖐ分

ᯒを行った（理委員会承認番ྕ㸸研 2105-049）． 
Ϫ．⤖ᯝと考ᐹ

297 ྡ（ᖹᆒ年齢㸸75.3 ṓ，男㸭ዪ㸸109㸭188 ྡ，RD
㸭ID㸸135㸭162 ྡ）をゎᯒ対㇟とした．DVS スコの

中ኸ （್第 1̺第 3 四分位）は RD ⩌が 3（2̺6），ID ⩌

が 4（2̺6）で᭷意ᕪはなかった（p=0.23）．ᦤྲྀྍ能㣗

ရスコの中ኸ್は，RD ⩌が 84.5（69.8̺96.0），ID ⩌

が 100.0（96.0̺100.0）で，ID ⩌が᭷意に高かった

（p<0.01）．重回ᖐ分ᯒの⤖ᯝ，治療ἲが RD（p<0.01，
ș=0.33），現ᅾ歯ᩘが 20 歯未‶（p=0.02，ș=0.19），ᾘ

化ჾᝈあり（p=0.03，ș=0.12）が，ᦤྲྀྍ能㣗ရスコ

がపいことに᭷意に㛵連するᅉᏊであった．また，男

性（p<0.01，ș=0.32），ᚠ⎔ჾᝈあり（p<0.01，ș=0.20）
が，DVS スコがపいことに᭷意に㛵連するᅉᏊであ

った.
本研究の⤖ᯝから，メインテナンス期の⮬❧高齢ᝈ⪅

において，ID ⩌のうが RD ⩌よりもᄮ㞴᫆度の高

い㣗ရをᦤྲྀできることが♧၀されたが，㣗ရᦤྲྀの多

様性には治療⩌㛫で᭷意ᕪがなかった．また，㣗ရᦤྲྀ

の多様性に㛵連する口腔ᅉᏊは同定されࡎ，治療ἲや

ᄮ能⋡，現ᅾ歯ᩘのᕪ␗は㣗ရᦤྲྀの多様性に㛵連しな

いྍ能性が♧၀された．本研究はᶓ᩿研究であるため，

補綴治療による㣗ရᦤྲྀの多様性のኚ化は明らかにな

っていない．今後は，性ูやḞᦆ様式ูのゎᯒを行うと

ともに㐺ษなデࢨインの⦪᩿研究がᚲ要と考えられた． 
ϫ．ᩥ献

1) Kimura-Ono A, Maekawa K, Kuboki T, Nawachi K,
Fujisawa M, Sato H et al. Prosthodontic treatment can
improve the ingestible food profile in Japanese adult
outpatients. J Prosthodont Res. 2023; 67(2): 189–195.
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๓歯用 CAD/CAM レジンブロックに対するレジンセメントの接着ᙉさ 
⯙ ᐿྜྷۑ 1)，ᑿᖾ᠇ 2)，すᕝᝅ㑻 1)，ධỤ正㑻 3)，ᯇ本༟ஓ 3) 
1) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科咬合・᭷ᗋ⩏歯補綴学分野，2) 岡山大

学病院歯科補綴歯科部門，3) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科生యᮦᩱ学

分野 
 

 

演㢟番ྕ 

O-7 

Association between prosthodontic treatment methods and food intake status in elderly patients after 
prosthodontic treatment 

 Sakamoto K1)，Kimura-Ono A2), 3)，Mino T1), 4)，Kurosaki Y2), 3)，Nakagawa S3)，Shimomura Y1)，Oomoriࠐ
K3)，Higuchi T3)，Koyama E3)，Tokumoto K1), 5)，Nawachi K3)，Kuboki T1) 
1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of

Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama 
University Hospital, 3)Department of Oral Rehabilitation and Implantology, Okayama University Hospital, 
4)Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 5)Department of Oral

and Maxillofacial Surgery, School of Medicine, Hyogo Medical University

Ϩ．目的

㣗ရᦤྲྀの多様性は，高齢⪅の㌟య機能や認知機能の

維持に重要であるとゝわれている．そして，歯ᩘやᄮ

機能のపୗは，タンࣃク㉁や㣗≀⧄維➼のᰤ㣴⣲・㣗ရ

⩌ᦤྲྀのపୗにつながることが明らかになっており，こ

れらの口腔ᅉᏊは㣗ရᦤྲྀの多様性にも㛵連するྍ能

性がある．一方，多くの⮬❧高齢⪅は，歯ᩘのῶᑡが生

じるとḞᦆ補綴治療をཷける．Kimura-Ono らは⩏歯や

ブリッジ治療によってᄮ㞴᫆度の高い㣗ရをᦤྲྀで

きるようになることを報告した 1)．しかし，㣗ရᦤྲྀの

多様性はႴዲや生活⎔ቃにᙳ㡪されるため，ᄮ㞴᫆度

の高い㣗ရをᦤྲྀできるかྰかが㣗ရᦤྲྀの多様性に

直⤖せࡎ，Ḟᦆ補綴治療と㣗ရᦤྲྀの多様性との㛵連は

༑分明らかになっていない．そこで本研究は，Ḟᦆ補綴

治療ἲと㣗ရᦤྲྀの多様性との㛵連を᥈⣴的に᳨ウす

るとともに，㣗ရᦤྲྀの多様性に㛵連する口腔ᅉᏊを明

らかにすることを目的とした．

ϩ．方ἲ

2022 年 3 月から 12 月に，岡山大学病院歯科・口腔イ

ンプラント科部門でྍ᧔性ᗋ⩏歯（RD）またはインプ

ラント⩏歯（ID）のメインテナンスをཷけた 65 ṓ௨上

のᝈ⪅を対㇟とし，ᶓ᩿ㄪᰝを行った．ᄮ能⋡ホ౯に

は᳨ᰝ用ࢢミࢮリー（5.5±0.1 g，UHA ぬ⢾）による

スコἲを用いた．㣗ရᦤྲྀ≧ἣのホ౯には，㣗ရᦤྲྀ

多様性ホ౯⚊（DVS），ᦤྲྀྍ能㣗ရンࢣートを用い，

DVS スコ，ᦤྲྀྍ能㣗ရスコを⟬ฟした．そして，

RD ⩌と ID ⩌の DVS スコおよびᦤྲྀྍ能㣗ရスコ

を，Wilcoxon の㡰位和᳨定にてẚ㍑した．また，ᦤྲྀྍ

能㣗ရスコをᚑᒓኚᩘ，年齢，性ู，治療ἲ，現ᅾ歯

ᩘ，補綴⨨着期㛫，同ᒃᐙ᪘の᭷↓，ᚠ⎔ჾ㸭ᾘ化

ჾ㸭内分Ἢᝈの᭷↓をㄝ明ኚᩘとした重回ᖐ分ᯒを

行った．さらに DVS スコをᚑᒓኚᩘ，๓㏙のㄝ明ኚ

ᩘに加えてᄮ能⋡スコをㄝ明ኚᩘとした重回ᖐ分

ᯒを行った（理委員会承認番ྕ㸸研 2105-049）． 
Ϫ．⤖ᯝと考ᐹ

297 ྡ（ᖹᆒ年齢㸸75.3 ṓ，男㸭ዪ㸸109㸭188 ྡ，RD
㸭ID㸸135㸭162 ྡ）をゎᯒ対㇟とした．DVS スコの

中ኸ （್第 1̺第 3 四分位）は RD ⩌が 3（2̺6），ID ⩌

が 4（2̺6）で᭷意ᕪはなかった（p=0.23）．ᦤྲྀྍ能㣗

ရスコの中ኸ್は，RD ⩌が 84.5（69.8̺96.0），ID ⩌

が 100.0（96.0̺100.0）で，ID ⩌が᭷意に高かった

（p<0.01）．重回ᖐ分ᯒの⤖ᯝ，治療ἲが RD（p<0.01，
ș=0.33），現ᅾ歯ᩘが 20 歯未‶（p=0.02，ș=0.19），ᾘ

化ჾᝈあり（p=0.03，ș=0.12）が，ᦤྲྀྍ能㣗ရスコ

がపいことに᭷意に㛵連するᅉᏊであった．また，男

性（p<0.01，ș=0.32），ᚠ⎔ჾᝈあり（p<0.01，ș=0.20）
が，DVS スコがపいことに᭷意に㛵連するᅉᏊであ

った.
本研究の⤖ᯝから，メインテナンス期の⮬❧高齢ᝈ⪅

において，ID ⩌のうが RD ⩌よりもᄮ㞴᫆度の高

い㣗ရをᦤྲྀできることが♧၀されたが，㣗ရᦤྲྀの多

様性には治療⩌㛫で᭷意ᕪがなかった．また，㣗ရᦤྲྀ

の多様性に㛵連する口腔ᅉᏊは同定されࡎ，治療ἲや

ᄮ能⋡，現ᅾ歯ᩘのᕪ␗は㣗ရᦤྲྀの多様性に㛵連しな

いྍ能性が♧၀された．本研究はᶓ᩿研究であるため，

補綴治療による㣗ရᦤྲྀの多様性のኚ化は明らかにな

っていない．今後は，性ูやḞᦆ様式ูのゎᯒを行うと

ともに㐺ษなデࢨインの⦪᩿研究がᚲ要と考えられた． 
ϫ．ᩥ献

1) Kimura-Ono A, Maekawa K, Kuboki T, Nawachi K,
Fujisawa M, Sato H et al. Prosthodontic treatment can
improve the ingestible food profile in Japanese adult
outpatients. J Prosthodont Res. 2023; 67(2): 189–195.

Ⅰ．目的 
๓歯用 CAD/CAM レジンブロックがಖ㝤㍕さ

れ，ᑂ⨾的要ồやメタルレルࢠー➼からその

用㢖度は今後┈々ቑ加すると思われる．CAD/CAM
レジンブロックの接着⏺面では，未重合ࣔࣀマー

がᑡないだけでなく，↓機フィラーが多くᏑᅾす

ることなから，レジンセメントとの高い接着ᙉ

度をᚓるためには，ࢧンドブラストฎ理や接着性

マーによる⾲面ฎ理がᚲ要であるࣀࣔ 1)．今回，

๓歯用 CAD/CAM レジンブロックへの各✀レジン

セメントの接着ᙉさについて᳨ウを行った．

Ⅱ．方ἲ

๓歯用 CAD/CAM レジンブロックには，セラス

マートレイࣖー (GC)，カタナ࣋ンシ N (クラ

レࣀリタࢣデンタル)，࢚ステライトレイࣖードブ

ロック (トクࣖマデンタル) を用いた．レジンセメ

ント (๓ฎ理) には，ジーセム ONE EM (G-マルチ

プライマー, GC)，リライ࢚ックスࣘニࣂーࢧルレ

ジンセメント (スコッチ࣎ンドࣘニࣂーࢧルプラ

スドࣄーシブ，3M)，リライ࢚ックスࣘニセム 2
オートミックス (リライ࢚ックスセラミックプラ

イマー，3M)，SA ルーティンࢢ Multi (クラレࣀリ

タࢣデンタル)，࢚ステセムⅡ (࣎ンドマーライトレ

スⅡ，トクࣖマデンタル)，レジセム EX (ࣗࣅーテ

ィー࣎ンド Xtreme，ᯇ㢼)，スーࣃー࣎ンド EX ク

リー (M&C プライマー，ࢧンメディカル)，ࣂリ

オリンク࢚スティック DC (ࣔ࣎ࣀンドプラス，

Ivoclar)，ࢿクࢧスࣘニࣂーࢧル (オプチ࣎ンド

eXTRa，KaVo Kerr) を用いた．

⿕着面を#320 ⪏水研☻⣬で研☻後，50 µm の

ルミナࢧンドブラストฎ理と10分㛫の超㡢波Ὑί
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Ⅳ．ᩥ献 
1) Reymus M, Roos M, Eichberger M, et al. Bonding
to new CAD/CAM resin composites: influence of air
abrasion and conditioning agents as pretreatment
strategy. Clin Oral Investig 2019; 23: 529–538.

Bond strength of resin luting materials to anterior CAD/CAM rein blocks 

(Yoshizane M1), Maruo Y2), Nishigawa G1), Irie M3), Matsumoto T3ۑ

1)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, 2)Department of Prosthodontics, 3)Department
of Biomaterials, Okayama University
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Ⅰ．目的 
スーࣃー࢚ンジニプラスチックであるポリ࢚

ーテル࢚ーテルࢣトン（PEEK）は，高い機Ე的ᙉ

度，⪏薬ရ性，生యᏳ性および加ᕤ性を᭷する．

≉に第大⮻歯をྵむ大⮻歯の歯ෙ補綴にᚲ要な

ᮦᩱ学的性㉁を備えており 1），㔠ᒓ௦᭰ᮦᩱとし

て口腔内での用がὀ目されている．ᗈᓥ大学で

は 2018 年から 2020 年にかけて大⮻歯部に PEEK
を用した部⿕そෙの≉定⮫ᗋ研究を実し，

着 6 カ月後の⮫ᗋ経㐣について報告した㸰)．ま

た，2022 年の第 131 回日本補綴歯科学会では大⮻

歯 PEEK ෙ着後 2 年経㐣した 8 症についても

報告した．今回，๓回報告した 8 症に加え，ィ

17 症 21 ⨨について 2 年⮫ᗋ経㐣をホ౯し，

PEEK ෙの᭷用性とㄢ㢟を᳨ウした． 
Ⅱ．方ἲ 

対㇟⪅は，大⮻歯に PEEK ෙを着した 17 ྡ

（男性 6 ྡ，ዪ性 11 ྡ，ᖹᆒ年齢 62.3±15.7 ṓ）

とし，研究期㛫中に大学病院に㏻院していた 15 ྡ

について௨ୗのホ౯を行った．ձ口腔内診ᰝ（クラ

ック，◚ᢡ，⬺㞳，着Ⰽ，ḟ㱘⼃，プラークの付

着度，㎶⦕歯⫗の≧態）ղᦶ⪖や咬⪖のᙳ㡪を観ᐹ

するため，咬合面≧態（⁁，⁁，咬㢌，咬合面

の面性≧，対合歯との咬合≧態）の各㡯目のホ౯点

の合ィ（13 点‶点）について，着，6 カ月後お

よび 2 年経㐣のホ౯点のẚ㍑，ճ咬合力᳨ᰝ（デ

ンタルプレスࢣールⅡ�，ジーシー）մ‶㊊度につ

いてンࢣートㄪᰝ.
ղの各点におけるホ౯点は，フリードマン᳨

定を用いて⤫ィゎᯒを行った．また，研究期㛫中に

大学病院に㏻院していなかった 2 ྡについては，

㟁ヰによる PEEK ෙの◚ᢡ，⬺㞳，⑊③の᭷↓の

☜認を行い，さらにンࢣートによる‶㊊度ㄪᰝ

を行った．

すてのㄪᰝは，ᗈᓥ大学理委員会の承認を

ᚓて行った（承認番ྕ㸸E-2631）． 

Clinical report of two-years follow-up after cementing PEEK crown on molars 

 ,(Yokoi M1), Abekura H1), Kagawa K1), Nishio F2), Umehara H1), Kato M1), Oki Y1), Doi K1), Morita K1ࠐ
Tsuga K1) 
1)Department of Advanced Prosthodontics, Graduate School of Biomedical and Health Sciences, Hiroshima

University, 2)Department of Fixed Prosthetics, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental�
Sciences

Ⅲ．⤖ᯝと考ᐹ 
ձ口腔内診ᰝ⤖ᯝ，6 カ月後および 2 年経㐣

のクラック，◚ᢡ，⬺㞳，ḟ㱘⼃についてはいࡎ

れのࢣースでも認めらなかった．ただし，2 年経㐣

には 11 ⨨で着Ⰽが観ᐹされ，3 ⨨で㞄ᅾ歯

とẚ㍑してⴭしいプラークの付着が観ᐹされた．

しかしながら，プラークの付着が認められた⨨

においては，㎶⦕歯⫗の␗ᖖは観ᐹされなかった．

ղ咬合面≧態は，着の 13 点とẚ㍑して，6 カ

月後は 12 点，2 年経㐣は 7.7 点となり，2 年経

㐣では᭷意にపいホ౯となった．これは，ᦶ⪖

や咬⪖が認められることを♧၀した．ճ咬合力᳨

ᰝ⤖ᯝ，着，6 カ月後，2 年経㐣で᭷意なᕪ

は認められなかった．մンࢣートㄪᰝ⤖ᯝ，㠀

ᖖに‶㊊が 10 ྡ，‶㊊が 5 らともいえなࡕ，ྡ

いが１ྡ，やや不‶が１ྡ，↓回⟅が１ྡであっ

た．㟁ヰで☜認した 2 症についても◚ᢡ，⬺㞳，

⑊③は認められࡎ，‶㊊度は高かった．

すての大⮻歯 PEEK ෙにおいて◚ᢡや⬺㞳，

ḟカリ࢚スのⓎ生な，再補綴治療がᚲ要とな

るような㇟はⓎ生しなかった．対合歯の✀㢮に

㛵ಀなく PEEK ෙ咬合面には咬⪖やᦶ⪖が認めら

れたが，咬㢌ᔐ合位の咬合接ゐはኻわれてなかっ

た．

Ⅳ．ᩥ献 
1) Najeeb S et al., Applications of polyetheretherketone
(PEEK)in oral implantology and prosthodontics. J
Prosthodont Res 2016; 60: 12–19.
2) Kimura H et al., Clinical report of six-month follow-up
after cementing PEEK crown on molars. Scientific 
Reports; 2022; 12(1). 
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